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フエ／亡rニンーーーの心、ざ､大至心、

1はじめに

転勤のシーズンである。転勤したては何事も

新鮮である。仕事だけでなく、通勤途'l｣や勤務

先の自然すら新鮮である。そして、春という季

節も手伝ってか、これらの自然を材料に何かで

きないかなと考えてしまう。

岡崎から田原へ移ったのは8年前である。通

勤当初、通勤には渥美線を使ったが、この沿線

は自然が豊かであった。缶コーヒー片手に自然

を見ながらの40分の通勤は毎日が遠足であった。

そしてこれらの自然の記録をしてみたいと思い

出した。早速記録用紙（図1）を作成し、これ

に毎日の観察メモを加えていった。これを見直

すと植物あり、烏あり、風向きありであるが、

…

§

II!西正（副会長）

ここではh''i物の変化をまとめてみた。

2フェノロジーヘの誘い

自然観察の方法として生物季節とか7賑の作

成がある。根気がいる仕事であるが、昨今のよ

うな異常気象の自然に対する影響を知るには有

効な方法と考えられる(IIIIIjl985)。しかし現

在ではより学問的色彩を含み、生物の生存戦略

にも迫る方法と考えられている。この生物季節

に限定せず、全生物の時間の流れに対する生き

方を考える学問としてフェノロジーと呼称する

ようになった。日本生態学会のなかにも「フェ

ノロジー研究会」が作られ、会誌を発行してい

る。

今回まとめた渥美沿線の生物変化を図2に示

す。
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3観察会でのフェノロジ－

私たちの自然観察会でのフェノロジーはどの

ような位置にあるであろうか。下見、例会等で

フィールドにlllたII$、メモをlⅨる人が多い。そ

のメモは多くの役:りlを持っているが、一度フェ

ノロジーのためにまとめたらどうだろうか。そ

の作業の中で観察不足が反省させられるかもし

れないし、恵織してなかったことに気づくかも

しれない。何人かの怖報を出し合えば、まとま

るのが早いであろう。これらは自然記録の貴重

なデータといえる。

また、フェノロジーの内容を自然観察会のメ

ニューに加えたらどうであろうか。枝の伸び方、

葉の展開の仕方、これらとの関迎で冬芽の観察

もいいのではなかろうか。もちろん開花や紅葉

などのダイナミックな季節変化は参加者の興味

を引くものである。

いずれにしてもこの分野は、観察技術の開発

が期待されると考えられる。

4参考文献

IIIIJq正(1985)岡的の|刑花カレンダー、岡的

火筒校校感「屯泉」2};:81-89

観察内容を花・新緑・紅葉・租子という項目で

分けると56種の植物で延べ78項目の記録になっ

ていた。残念ながら、フェノロジー本質に迫る

内容にはなっていないが、従来のｲli物季節とし

ての季節変化は促えられたと港えられる。私に

とって、この結果は泥美柵線の〔|然の季節変化

を考える基準になるであろう･O

フェノロジー研究会の会誌「フェノロジー研

究No.25｣(1995)では「自然教育としてのフェ

ノロジー観察」を特集している。ここでは学校

教育の[|!での自然教育や[I然観察会にフェノロ

ジーを取り入れている例が報告されている。学

校教育のII!での自然教育での利点は長期間、詳

しく観察され、その結果が生物の生き方の解明

に寄与することが上げられる。また、自然観察

会では生き物を動的に観察できることに良さが

あると考えられている。いずれの側面も私にと

っては有用な指摘と言える。

へ
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そうだ。だが、道路にﾀIIしやられて狭まったわ

が家の裏庭にも、やっぱり季節はめぐって来る。

生け垣のつもりのイヌマキは、手入れをしな

いまま野放図に天へ向かい、いつの間にかその

列の間にヤプツバキやクスノキがちゃっかりと

入り込んで葉を茂らせている。

枝が上がってしまった空llllには、ハランだの

アゼリアだのサザンカだのがのさばり返ってい

才っカミ琴のノJ、弓＝宙

llll瀬美子（束三河支部）

豊橘に住んでン十年、わが家の周辺の変わり

ようと来たら、目まぐるしいの一言だ。

森や畑にかこまれ、青といえば豚や鶏の声が

せいぜいだったのに、道路の開通と拡張に伴っ

て、あれよあれよという間に市街地になってし

まった。夜昼分かたいlflmll_'liの騒音と排気ガス。

林立する街灯は、ナイターでもできそうなIﾘlる

さ。家を立て替えたなら、屋上に望遠鏡でも据

えて…なと.という夢は、夢のまんまで終わり

る。
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庭のまん!|!のハナノキは、ノ|ﾐごみのコンポス

トのおかげか、lf4根を越すほどのI:･さに枝をひ

ろげ、花に始まって、岩葉、i'i葉、紅葉と、季

節の移り変わりを神気に知らせてくれる。葉の

茂みにキジバトの夫Ai}がじっと座っていたり、

旅の途II!の烏たちが羽を休めることもある。

烏たちのプレゼントか、水の卜には"iえた覚

えのない幼木が次々と獣をlllす。シャリンバイ、

=E7舌を」えL直そう

大谷敏和（尾張支部）

小学校の時、いつも野原でチャンバラやかく

れんぼをしたり、IIIんぼや小川へ行っては、ざ

りがにやふな、なまずを捕まえたものでした。

夜は、天の川もよく見える自然の蝋かなところ

でした。しかし、今は、元IⅡんぼだったところ

に住宅や大型スーパーが建ち並び小川はなくな

ってしまいました。子どもの頃の思い出になる

場所が消えてしまったのです。凹分が住んでい

た家もありません。鉄筋コンクリートの建物が

あり、そこからl1lてくる人も全く知らない顔な

のです。自分から過去が消された思いでした。

高校の時、名東区に引っ越しました。そこで

も、山を削り住宅地にしていこうという時代で

した。市バスを降りて家に帰るのに気味の悪い

夜道を歩いたものでした。あれよあれよと言う

間に道路が出来、市バスが走り店屋が出来、ど

んどん便利になって行くのが実感しました。し

かも、新しい街の人々も活気に満ちていました。

高校生の私もわくわくしていました。ところど

ころ畑のある山が残り、犬の散歩に山の中に入

りました。しかし、今は昔のlili影はどこにもあ

りません。便利になったが、結局今思うと自然

がなくなることに対してとても寂しい思いがす

るようになったのです。

－4－

ピラカンサ、タマサンゴ、クスノキ…ひよわ

な"；も、2～3{|§経つと、それぞれにおのれの

価有椛を主張しはじめる。

騒音のII!の小さな宇宙にも、自然のしぶとさ

を感じ、楽しんでいる毎Uである。

自然観察で山野を歩いているうちに開発の問

題にぶち当たりました。「色々な花がすぐなく

なった。」「lllにゴミがいっぱい。」本当に便

利を追及することが、幸せにつながるのだろう

かと。「|F1然を大切にしよう」などは、よく耳

にします。でも、IWI然を破壊しているのは、今

の自分たちの生活そのものなのではないか。「

生活を変えよう」「生きる為の価値観を変えよ

う」そうしない限りrl然を守ることは難しいの

ではないかとも考えるようになりました。

今、やっとマイカー通勤がやめられました。

毎日の生活のLI｣に、運動・自然観察を組み込み

ました。燃料を節約するために断熱材を天井裏

に入れたりもしました。クーラーを出来るだけ

使わないように天井裏の換気も考えました。自

然が好きな人が恥えるということは、自分の生

活を見直してくれる人が塒えるということだと

思っています。
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閃く全般〉

。今日の気温は何度でしょうか？

。春を感じさせる生物を一つ見つけてくだ

さい。

<Aゾーン〉

。カモやサギたちはこの池で何をしている

のでしょうか？（解説付き）へ

。次の水鳥のうち、今日見たものはどれで

すか。（望遠鏡設置。絶対見れない鳥も

含めて8種から選ぶ）

・ソヨゴの実はどんな味がしますか？

。この2本のヒサカキには、なぜ実のある

のとないのがありますか？

<Bゾーン〉

。この場所の常緑樹を1種類、葉のスケッ

チをしましょう。（解説付き）

・昆虫のいた証拠を探しスケッチしましょ

う。

。1分間目を閉じて、聞こえた音を書いて

ください。

<Cゾーン〉
へ

。落ち葉あてクイズ（解説付き）

･ツクバネウツギの種は、どちら回りで落

下するでしょうか？（実験）

。このマツの年齢は何才でしょう？

･樹皮から木の名前あて(ｺﾅﾗ．ﾘｮｳ）

解説付きとあるのは、そのポイントで、

佐藤・鬼頭・松尾さんによる自然解説を聞

いた上で問題を出すものです。

参加方法は、家族を意識して2～5名の

グループとしたので、子どもが52名参加し

た一方で年配者もあり、多彩な年齢構成と

なりました。3つのゾーンに分けたのは、

参加者が分散するようにしたためです。10

時にスタートし、問題を解きながら12時ま

⑨
ｎ
Ｊ

今年2月11日（日）、愛知県森林公園協会

主催の新しい行事「ネーチャーラリー」を

32組114名の参加を得て開催しました。

新行事であるネーチャーラリーのコンセ

プトは「自然観察入門」です。森林公園の

植物園という施設が、行事をきっかけとし

てその後も継続的に利用してもらえる、そ

んな企画を考えました。組織の立場から発

想すると、その施設の目的に沿った利用促

進が求められるのです。幸い、森林公園の

植物園は「植物を主体に自然を観察し、こ

れらの知識を身につけていただくため、教

化と観賞を主体とした施設」という定義が

あるため、自然観察の楽しさを知ってもら

い利用を拡大することは、組織の目的に沿

った私たちの仕事と言えるのです。

自然の意味を誤解している人や知識がな

いために自然観察を爵路している人たちに

こそ参加して欲しくて、行事の形式は「観

察会」ではなくクイズを中心としたお楽し

み企画「ネーチャーラリー」としました。

自然観察のフィーメドとしての植物園

は、いささか整備され過ぎてはいますが、

カモの来る岩本池、手を加えない「郷土の

森」の自然林、湿地もいくつか点在し、ま

た人造の庭園（沈床花壇・ふるさとの森)、

広大な広芝生(4ha)、岩石園などもそれな

りに多様な環境を構成し、意外に自然観察

し易い場所なのです。

楽しく入門するためのカギはクイズの問

題でした。身近な部署におられる事務局長

の佐藤さんや、当公園をフィールドに利用

されている尾張支部の鬼頭さんにも全面的

に相談に乗っていただき、次の13問を設定

しました。

－5－



でにゴールし、その後問題解答の説明をし

ました。提出された解答は、採点して返し

ました。100点が2名で、80～90点が多か

ったようです。

参加者の多くは、カモ類を見て喜んだ

り、回転するツクバネウツギの種に感心し

たり、ソヨゴの種の苦さを味わったりと、

今まで体験したことのない楽しみを発見

し、自然観察へ少なからず「入門」できた

のではないかと思います。「楽しかった｡」

とか「次はいつですか。」等の感想も聞か

れました。

今思えば、経験の浅い我々にとって、大

胆不敵な企画でしたが、皆さんの援助で成

功させることができました。三段跳びでい

うと「自然観察から自然保護へ」のその前

の一歩、ホップとして、これからも裾野を

広げていければと思います。

コラム

我輩はカヤツリグサである
へ

市街地や開発地は嫌いなので、近年の自

然破壊で私たちも減少しているのが現実

です。言い換えれば、自然の指標にもな

ると思いますが如何でしょうか。

自然愛好者の方々。私たちは自然豊か

な所にすんでいますので、もっとご理解

をいただき、可愛がって下さい。美しい

花や役に立つ植物ばかりでなく、目立た

ず役に立たないものも愛することは人の

道にも通ずるのではないでしょうか。

最後にイネ科によく似ていると言われ

ますが、茎が3稜形であること、葉の鞘

は合生することなどによって、外見でも

区別できますので、よろしくお願いしま

す。〔相羽福松〕

私には自分の名前があるのに、皆さん

方から「カヤツリグサ科の仲間です」と

だけ言われ、誰々さんといった名で呼ん

でくれません。ひどい方になると、花が

咲いているのにあっさりと無視されて、

見てもくれません。寂しくて悲しい。

花は綺麗とはいえないが、でもよく見

てさえくれれば、それぞれ個性のある姿

形をしていて面白くなり、興味が湧いて

きます。美しい花が咲く植物同様に可愛

がって貰いたい。

また、食用にもならず、薬用にもなら

ず、何の材料にも飾りにもならず、人間

様に何の役にもたってい
へ

ないのが原因でしょう

か。これでは、差別待遇

です。もし、薬になるも

のが見つかったらどうな

るでしょうか。

私たちは、自然豊かな

所が好きです。殊に水を

好むものが多く、湿地や

池の岸、休耕田などにす

んでいます。なかには、

山地や林地が好きなもの

もいます。

小
毎

、

…
＝

I
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二子二似冬ｶﾐﾆ東≦しバー,ナご「ﾌドﾗﾌfここIニイ主之量三'三の径見察」

降幡光宏（知多支部）

朽木に住む虫の観察は5～6年前に「豊田市

自然観察の森」で長尾さんが計画され、北岡さ

んの指導で火施されたのに参"llしたの力搬初で

した。当時のことを思い||Iしてみると、虫の名

前も、やった方法も、使川した道具等もすっか

り忘れてしまいました。子供たちと楽しく過ご

した思い出だけが残っていましたので、ぜひ「

朽木に住む虫の観察会」を実行したいと思いま

した。そこで、知多自然観察会の行事として提

案することにしました。知多自然観察会の行事

予定は、毎年2月初めに行う総会で1年間分を

計画し、同時に各行事の担当係も決められます。

よって96．3．10（日）に知多市大草公園

で行われた「朽木に住む虫観察会」は昨年2月

に支部総会の時に決められていたことになりま

す。

知多市大草公園で観察会を実施するに当たり、

知多市の後援を依頼することにしました。これ

は後援をとることにより、市民を対象に、巾の

行政活動等を月に2回、広報伝達する「広報ち

を加藤と降幡にしたところ、二人合せて7～8

11端から電話での申込がありました。

IM催日の3ﾉ1I0B(日）は天気が良かった

が、冷たい北風が少し吹き、肌寒く感ずる日で

した。それでも申込者の全員が出席し、参加者

の出足がよく参加人数は大人14名、子供17

名でちょうど予定した人数でした。参加者に参

加申込書を書いていただいてから広場に集合し

ていただきました。担当者は昆虫全般に詳しい

水野さんで、冬季の虫の生活と採集方法の説明

をしてくれました。子供たちが目を丸くして聞

き入っていました。簡単な諸注意のあと森の中

に入りました。公園の森はつい最近までほとん

ど人手が加えられずに放置されていたため、照

葉樹林が少しずつ回復し、色々な生き物がもど

り、多様性に富んだ森ができつつありました。

その森に最近、斧が入れられました。林内の細

い樹木や薮状の植物を刈り取ったり、森の縁に

あるフジ、ビナンカズラ、テイカカズラ、ヘク

ソカズラなどマントを造るツル植物をきれいに

へ

た」に観察会の参

加募集を載せてい

ただけることです。

そして今回、後援

を取り3月1E1号

に載せていただき

ました。内容は募

集人員30名。持ち

物、図鑑、軍手、

ドライバー、プリ

ンの容器。ハイキ

ングができる服装。

小学生以下は保護

者同伴としました。

また、問い合せ先
灘

嬢雛 へ

壁ウ

側
地
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へ

へ

取り払ってしまいました。また、林内の朽ち掛

けの倒木もきれいに片付けてしまいました。森

のIIjはIﾘlるくなり、日光が長い時間射すように

なりました。森の人口は、落葉もかたずけられ

地肌が出て、挨が立つくらい乾燥しています。

幸いに今年度は森の奥まで刈り払うまでの予算

が無いようで、一部自然が残り林床に朽ちた倒

木や落葉がたくさん有るところがありました。

そこへ皆さんを案内し、観察採集作業を開始し

ました。参加した人達は昆虫に興味のある人ば

かりで、日光の当たらない森の中で、朽木を分

解し昆虫採集をし始めました。採集方法等のア

ドバイスをしないで放置しておいても、家族単

位で採集道具や容器を持参し、工夫をしながら

楽しく虫集めをしていました。まだ皆さんが夢

中になっていましたが、40分位の作業で引き

上げの合図をしました。森から引き上げるとき

に家族で一番お気に入りの、朽木を一本づつ森

の外に持ち出していただきました。日当たりの

いい平らなところに1.8M×1.8Mの白布

を敷きこの上に朽木を置き分解することにしま

した。ここでも子供たちが夢『|!になり朽木を分

自然観察指導員にとって図鑑は必需品と言っ

ても言い過ぎではないくらいに使用回数の多い

ものです。それだけに使い勝手がよいものを選

びたいものです。

しかし一口に図鑑と言っても、種々多様なも

のが出回っていて、どれを選ぶかとなると、迷

ってしまいますね。私の経験から言いますと、

これがベストと言えるようなものはなくて、使

い方によって、最低でも3～4種類の図鑑が必

要な気がします。

－8－

解しました。未知の世界から次々とキマワリ、

カミキリムシ、コクワガタの幼虫が取り出され

るたびに感激をしていました。さらにスズメバ

チやコクワガタの成虫が見つかるl更に怖がった

り、喜んだりしてll#llllを忘れ、お昼まで朽木の

分解をしました。最後に皆で分解した朽木と虫

を森に返してやりました。

今llll実施した行小の内容を考・えてみると、杣

当後ろめたいことをしたと思っています。たく

さん人を集めて朽木を砕き、安眠している虫た

ちを呼び起こしてしまたり、森を踏み荒らして

しまいました。できれば自然を傷つけずに自然

に親しむことができればと思います。今回参加

された子供たちはみんな小学生以下だったので

実体験ができて良かったと思います。自然に親

しみ、色々な体験できる自然を少しでも身近に

残す巡動につながればと思います。

－

篠田陽作（名古屋支部）

まずフィールドに持って出かけて、手軽に使

う目的ならば、写真版の季節別に、春、夏、秋

に分けた野草図鑑などが便利です。又最近は季

節別の野草と樹木が一緒になったポケット図鑑

なども出版されています。これらは手軽でいい

のですが、細かな違いや、見分けのポイントな

どが判らないなどの不便があります。そんな部

分を袖ってくれる図鑑にすでに古典と言っても

いいほどの保育社発行のカラーポケット似|鑑の

『人里の植物、1，2」があります。これは判

、



り易い図版と簡lliな解説がついて初心者にも､fll

り易く、使い勝手の良いお砿めの一llllです。

今までの|叉I鑑はパラパラとページをめくって

お目当ての械物を探すものなのですが、今度は

検索という作業をして、h''i物の名liiiを探すIIfに

使う検索図鑑についてお話をしてみましょう。

この図鑑を仙川して柚物の同定が出来れば立派

なものです。例えば花からある〃i物の検索をす

る場合は、がくも花弁もない花、がくがあって

も花弁がない花、がくと花弁のある花で花弁が

一枚一枚離れる、花弁はもとがくっついて離れ

ないもの、などとなかなか専|!1的で判りにくい

ものです。しかしこれも慨れてくれば以外と簡

単に目指すものに辿り着けるようになります。

その為にはまず植物の特長をしっかり、観察出

来ることが必要です。

まったく逆のようですが、図鑑を巧く使いこ

なすためには、一つでも多くの植物を見て、そ

の植物の特長をいかに正確に観察できるかが大

切な要素です。正確な観察力を身に付けること

がⅨ|鑑を巧く使う近道ではないでしょうか。

その他に柚物誌と呼ばれるものもあり、これ

は対象とする地域に生育する総ての種を列挙す

ることを意図したもので、完全な植物誌には総

ての駈に至る検索表や記戟が付いているものが

あります。家に置いてじっくり調べるにはやは

り『牧野植物図鑑』がよいと思います。少し値

段力塙いのですが、是非手元に置いておきたい

-llllだと思います。その他に葉から検索する図

鑑や、花の色から検索する図鑑など、色々な図

鑑などがあります。

その他にも柚物の生

育地別の図鑑、高山

の植物、海辺の械物、

商原の械物、1II畑の

植物、水辺の植物、

など様々の図鑑があ

りますから好みによ

って賀ってみるのも

よいでしょう。いず

醗蝿

唾
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れにしても最初は柿物の信前を知るためにI叉l鑑

を使いますが、そのうちに械物の械生や41態、

そのI滕史なども洲くることになると思います。

そんなことも考えて|叉|鑑を朏人してください。

次に野.l:》の|叉|鑑ですが、これはなんと,二『って

も、l_I水野‘階の会発行の『野‘囎撒別ハンドブッ

ク』をお薦めします。生態や近い樋顛との見分

けポイントなどが渦||かく記i脱されていて、参考

になります。

次に昆虫のIXl鑑ですがこれは今までの械物や

野鳥に比べると、蔀の数が桁違いに多く、完壁

に図鑑を揃えるとなると大変です。ですから自

分のレベルに合った図鑑を選びましょう。とり

あえず中学生か高校生ぐらいのレベルの図鑑で

充分でしょう。私は「旺文社学習図鑑携帯版昆

虫』を使っています。家には保育社の昆虫図鑑

全巻ありますがほとんど開いたことはありませ

ん。その他には小学館の自然観察と生態シリー

ズの『野山の昆虫」と「庭、畑の昆虫』を使っ

ています。これはどんな柚物にどんな昆虫が集

まるかなどが､M1り易く解脱されていて爪宝して

います。是非お腕めの一llllです。

いずれにせよ図鑑は使いこなさなければ意味

のないものですから、普段から手元において暇

があればページを開いて眼を通してください。

そうすれば手に馴染んで、いざと言うときには

貴方の強い味方になってくれることでしょう。

そして単に名前を覚える為だけではなく、植

生や生態にも興味をむけて、III広く理解をする

ための、手助けとして利川してください。そし

て図鑑だけではなく、植物や、昆虫、野鳥など

のことを曾いた随飛や、ファープルの植物記、

シートンの動物記等の文章で書かれた知識など

も頭に入れておくと、観察会での話に奥行きや

広がりがlll来て楽しいものになると思います。

日本人は古米自然に造詣が深く、古くは古事記

や万葉集、枕草子などにも自然や草木について

多く書かれています。I叉|鑑の愉報にいかに潰方

の味付けがあるかが、楽しい観察会にするため

の秘訣かもしれませんね。

へ

へ



し、ンI-ざ､テ雪一タブ、ンク垂矢IIIjFlsjt反のこ字案膵ョ

村松正雄（尾張支部）

愛知県植物誌調査会で作成していたレッドデ

ータプック愛知県版「植物からのSOS－愛知

県の絶滅危恨植物」が、やっと出版の逆びにな

りました。関心のある方もいらっしゃるのでは

ないかと思い、この場を借りて、ご案内させて

頂きます。

本はB5版で、3つの部分から構成されてい

ます。最初の部分はカラー図版32ページで、自

然林、二次林、草地、湧水湿地、低湿地、海岸

などの環境ごとに、景観と、絶滅が危倶される

主要種の生態写真で構成しました。次の概説部

分では、なぜ植物を保護するのか、愛知県の自

然環境、絶域危恨状態に追い込まれている原因、

今後とるべき対策、特に保護を要する植物群落

などについて、概略を述べています。第3部は

「要保謹極の現状」として、絶滅危恨穂のリス

トと各種の現状を解説しています。図版を除く

本文は、130ページです。掲載種の総数は、下

の表のとおりです。

掲載種の選択の基準は、ほぼレッドデータプ

ック全国版に準じています。ただし、愛知県で

は稀ではあるが隣接ﾘiLでは普通に見られる種（

例えばミヤマウメモドキなど）は、関連する種

の項に附記するにとどめてあります。

定価は2500円です。本来なら献本しなければ

ならない方も多いのですが、全くの自費出版企

画で会の財政に余桁がないため、失礼をお許し

下さい。カンパと思って、ご注文いただければ

幸いです。名古屋市の星の書店（本店、丸栄ス

カイル店、近鉄店）、丸善、岡崎市の岡崎書房

（本店、岡ビル店）、豊橋市の精文館、豊川堂

などには置いてもらえる見込みですが、直接ご

注文いただく場合、愛知県自然観察指導員連絡

協識会会員の侍様には送料当方負担でお届け致

します。「愛知県自然観察指導員連絡協議会会

員」と明記の上、郵便振替で2500円×部数をご

送金ください。10部以上はl割引です。

申込先振替00820-7-20001

愛知県植物誌調査会

（毎448愛知県刈谷市井ケ谷町広沢1

愛知教育大学生物学教室内）

へ

へ
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植物群
シダ植物裸子植物

被子植物

離弁花類合弁花顛単子葉類
計

絶滅

現状不明

絶滅寸前

危急

稀少

固有

今園的に危急

６
９
８
０

２
５
４１

３
１
９
２

１

１
５

６
３
９
３
１
４

５
４
４
５
１
３２

２
１
６
８

162352330106

14128

213

計(A) 3449995118350

臼雄在来種数(B)

A/B

270207905206002200

0.1260．2000．1250.1830.1970.159

付記種数 181432629117



Eヨ然径見察会（二参カ口【_シてご（1）

事務局から

昨年ll月の自然観察指導員講習会に参加

して、新しく指導員となられた方に、3回

程度自然観察会に参加して、その感想を書

いていただくようにお願いしました。

内容からみて、名前を書いても差し支え

ないようですが、忌憧のない意見を出して

いただくために匿名にすると約束しました

のでそれに従います。期日は平成7年11月

から平成8年3月までのものです。

なお、かなり分量が多いため、一部省略

したものもあります。

＊＊＊＊＊＊＊

1/14．2/11．3/10大高緑地

人数か50人位と多くても班分けをせすに

皆一緒に回り、それぞれの指導員が得意の

分野を担当し、説明してくれる。取り上げ

る植物も身近な松、桜、梅、椿など、どこ

にでも見られるもので、自分では気が付か

ないことを教えてもらえる。その時ゆっく

り見れなくても、後でゆっくり確認するこ

とができ、より親しめる。

3/20猪高緑地

班分けをして、1グループ7～8人で、

それぞれの指導員について回る。コースは

指導員により多少異なり、見るものも違っ

てくる。途中で参加者が入れ替わってい

た。絶対に取らないという約束のもと、シ

ュンランを見る。

感想

身近な生き物をとおして自然との係わり

の大切さを学び、これから先少しでも多く

の植物や昆虫などが残せることをめさし

て、一人ひとりが自然に親しめる観察会が

できたらと思いました。

②②③鞠③

12/10大高緑地

◎テーマ：バートウオッチングと落ち葉

◎観察したもの：サクラ・エノキの葉脈の

特徴、クリととアベマキの葉の違い。ケヤヘ

キの手をあげたような枝振り。スズカケノ

キの葉柄のつけ根が筒状になっていること

やセンニンソウの羽毛状になった種。

◎感想：お天気に恵まれた今年最後の観察

会。つい足をのばして予定時間を大分オー

バーしてしまいました。この時期は、双眼

鏡なしでもよく烏を見ることができ、参加

者の人達も喜んでいました。フウの並木に

は球果がたれさがり、12月のリースとして

飾りを作るとおもしろいといって集めてい

る人､マツボックリの形の良いのを捜して

歩いている．人など、さすがに12月という季

節を感じました。

1／14大高緑地

今年最初の観察会。曇り空ですが、気温へ

は暖かく風もない。梛川さんのグループの

「学童保育たけのこ」の親子づれが多数参

加され、賑やかに始める。

◎テーマ：冬芽と葉痕

◎観察したもの：サザンカと椿の違い、ツ

ツジの葉のでかた（2度葉をつける)。ハン

ノキの雌花と雄花。サクラ・コブシ・トチ

ノキ等の芽。ニセアカシア・アオギリ・ア

ジサイの葉痕。

◎感想：観察会終了後、梛川さんの用意し

てくださった豚汁がとてもおいしかった。

なお、今年は鳥が非常に少ないというのが

気になりました。

－11－



1／28物見山(瀬戸市）

1月の終わりにしては珍しく穏やかな日

になり、大勢の参加者で始まりました。

◎観察したもの：アラカシ・ツブラジイの

林。冬の常緑の植物。マンサクの花が今年

は少ない。篠田池のアシの中にカヤネズミ

の巣を発見。ハクビシンの糞。

◎感想：大正池で写真を撮っていた人と言

い争いになりました。私たちがうるさいと

いって怒り出し、鳥が逃げるから静かにし

ろというわけです。今話題の物見山は観察

へラッシュ1自然を愛する人であればお互
いを尊重しようではないか……。一時はど

うなることと心配したが、多勢に無勢とあ

きらめたのか、言い争いもおさまりホッと

しました。いろいろなグループがたくさん

入り、またこのようなことが起きるでしょ

う。

2／11大高緑地

◎野鳥の巣箱かけ：斎藤さんが用意してく

れた巣箱10個ほどを雑木林の中にみんなで

取り付けました。太陽の光や雨が入らない

ようにというような説明を聞きながら、野

鳥が入ってくれるのを期待して｡．・・・

3／7東山公園

あいにくの雨で少し肌寒い。こんな日に

へ観察会を始めるとは、何かきっといいこと

があるかも？

◎観察したもの：オオミズゴケとハリミズ

ゴケ。ヤチヤナギやヌマガヤの枯れ葉･コ

シダ・アオハダ・コシアブラ・タカノツメ

・タブノキ等。

◎不思議なもの：アベマキ・コナラの樹皮

から水のようなものが流れ出て、下の地面

で泡をふく。臭気はない。雨降りも何か影

響があるのだろうか。

3/24相生山緑地

◎観察したもの：春の花（オオイヌノフグ

リ．ヒメオドリコソウ・ホトケノザ・ハコ

ベ等）。カンアオイが多く見られた。ツグ

ミの渡り。

◎最後に近藤さんが用意してくださったケ

ンチン汁を食べる。ツクシやフキノトウを

少し汁の中に入れて、春を味わう。

感想

「近くに住んでいて、こんな自然が残っ

ているのに気付かなかった。身近な自然を

足元から感じたい。友人に誘われてきて感

激したから、また友人を連れた来た。子供

の頃ここでよく遊んだから、懐かしい。」

こんな声を聞きながら一緒に楽しみなが

ら歩きたい。毎回参加者が増えてくる様な

観察会になったらいいなあと思います。大

高の豚汁や相生山のケンチン汁など準備が

たいへんと思いますが、わきあいあいの雰

囲気で、話がはずみ、次回が楽しみになる

ようなものもいいと思いました。

諺②③③韓②

子どものころ田舎で育ったこともあって

か、大人になって自然恋しさに、自分なり

に自然と親しんできました。昨年、自然観

察指導員の講習会を受け、改めてこれまで

の単に自然に親しむことから、自然をじっ

くり観察してみよう、各地の観察会に積極

的に参加し、自分のテーマをみつけようと

重い、3月までに次の観察会に参加させて

いただきました。

11／3春日井少年自然の家（協議会）

12/31/72/4森林公園

12/171/213/17東山公園

3/3大森湿地3/9定光寺

3/20猪高緑地

協議会主催の自然観察会は、「植物がど

のように広がっていくか」というテーマで

した。ところが、当日は参加者から“あの

木は、この草は何という名前か”という質

問が多く出され、それに指導員が答え、説

明するという観察会でした。

たしかに、多くの植物の名前を知ること

－12－
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は大切であり、また、知ることは楽しいこ

とだと思います。しかし、植物の名前を知

ることが目的ではなく、その場所の自然に

関心を持ち、自然の仕組みを知ることでは

ないか、と思いながらも結構植物の名をメ

モし、楽しい一日を過ごしました。ただ

し、わずかな間に、いろいろな木や草の名

を教えていただき、少々消化不良を起こし

ましたが｡・・・・

このことは、自己反省を含め、一般的に

自然観察会とは植物や動物・野鳥の名前を

教えてくれる場と思っているのではない

か。反面、自然観察会自体もそんなイメー

ジを与えているのではないか、ということ

を初めて参加し、考えさせられました。

半日なり一日で、あれもこれも覚えるの

は、大変なことです。その日のテーマに沿

って、これだけは知って欲しいこと、ポイ

ントを押さえ、あとは自然の素晴らしさや

美しさ、あるいは、そこの自然の特徴を知

る、そんな観察会もあったらよいのではな

いか、と考えました。

そうして、もうひとつ気になったのは、

観察会が始まる前にしおりをいただきまし

た。家へ帰ってから、よく読み考えればよ

いのですが、折角、当日の資料として配布

したのですから、観察を始める前にしおり

の説明があれば、有効に活用でき、生きて

くるのではないかと思いました。

一方、各支部で行っている観察会は、先

に参加した観察会とは趣がガラッと異なり

すっかり戸惑ってしまいました。というの

も、まわりの参加者がそれぞれご自分のテ

ーマを持つキャリアのある指導員ばかりだ

ったからです。

こうした中で、自然観察に対する知識の

乏しいビギナーが果たしてついてゆけるの

だろうか。また、初歩的な質問をしてもよ

いものかどうか、といったちゅうちょと不

安。なんとなく観察会に溶け込めない雰囲

－13－

気など、このような複雑な気持ちを抱いた

のは、私ひとりだけかもしれません。

もちろん、参加することにより、自然に

ついてのいろいろな知識や、これまで出逢

えなかったイチヤクソウなどの植物とかオ

オタカなどの鳥も見ることができ、都市の

中に雑木林が残されていることなども知る

ことができました。

自然観察は、一人でもできますが、一人

で観察するより、より多くの人たちと観察

すれば、それだけ発見も喜びも多くなり、

情報交換の場にもなると思います。出来れへ
ば参加者全体が話し合える共通の話題を一

つでも加えていただければ、初めて参加し

た者でも雰囲気に解け込めるのではないで

しょうか。

それと、支部で行っている観察会は、自

己研鎖の場なのか、それとも身近な自然を

考える観察会なのか、あるいは自然を守る

ためのものなのか、もうひとつ掴めなかっ

たというのが正直なところです。

少しの観察会に参加しただけで全体的な

ことをいうのは危険ですが、それを恐れず

に言えば、テーマを追求し観察している指

導員はいますが、継続したテーマで観察を

続ける観察会はないように思います。自然

についての興味の持ち方は個人々々違いまへ

す。そのため観察会で共通のテーマを持つ

にはいろいろな問題もありますが、ただ

漠然とその時々のテーマを決めてするよ

り、継続性のあるテーマを設定すれば、マ

ンネリ化もなくなるのではないでしょう

か。そうすれば、参加者全員がその観察会

に参加できるし、その観察会の係の人の負

担も軽減されるのではないでしょうか。ま

た、新人が解け込めない雰囲気の問題や、

知識の格差の問題にしても、それほど気に

せずにやっていけるのでは

ないかと思いますが、いか

がなものでしょうか。
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［行事結果］

★理事会

〔期日〕平成8年3月3日（出席11名）

〔場所〕産業貿易館

主に総会の議案となる事項について検討

し、総会議案をまとめました。

★普及部会

〔期日〕平成8年3月10日（出席8名）

〔場所〕名古屋市公会堂

平成8年度の自然観察会や研修会の進め

方について検討しました。

県委託の観察会5回とそれに準ずる協議

会主催の観察会を「ふるさと自然観察会」

とし、「シリーズ自然観察会」（テーマ：

湿原）とともに昨年以上に充実させたいと

考えています。

また、「自然と接するためのマナー」の

原稿の検討を行いました。

★総会

へ〔期日〕平成8年3月24日（出席27名）

〔場所〕竜美丘会館（岡崎市）

今回は、三河地域で総会を開催しまし

た。総会の運営に面白さが欠けるためか、

参加者が少なかったのは残念でした。来年

は、何か考えたいと思います。

○総会議案

第1号議案「平成7年度事業報告」

第2号議案「平成7年度決算」

第3号議案「平成8年度事業計画」

第4号議案「平成8年度予算」

第5号議案「役員の改選」

第1号から第4号議案は原案どうり承認

されました。また、第5議案の会長、副会

長、監事の改選は、理事会から推薦のあっ

た現在の役員がそのまま承認されました。

総会後の意見交換会では、行事の参加者

を増やすための工夫がないか、情報提供の

機能をもっと充実する必要があるなどの意

見が出されました。

o講演会

大平仁夫氏により愛知県の昆虫相の特徴

についてスライドを交えてお話がありまし

た。

○懇親会

希望者10名余りが近くの飲み屋へ集まり

懇親会を行いました。

☆基礎研修会「冬芽と樹形」

〔期日〕平成8年2月24日（出席ll名）

〔場所〕大高緑地〔講師〕篠田陽作

冬芽の形、葉痕の形などの観察を行いま

した。大高緑地には植えた木も含めて多く

の木の種類があり、観察しやすい場所とい

えます。

☆基礎研修会「土壌の観察」

〔期日〕平成8年3月9日（出席15名）

〔場所〕定光寺〔講師〕松尾初

定光寺の定例観察会と重なり、参加者が

多くなりました。

土壌調査は大変な作業で、松尾さんの穴

を掘ることの巧みさに驚かされました。き

れいに掘られた土の断面は、土壌の各層や

微妙な色の変化などが観察できました。

☆基礎研修会「農耕地の植物」

〔期日〕平成8年4月7日（出席5名）

〔場所〕三好ケ丘周辺〔講師〕篠田陽作

今年は寒いため、春の来るのが遅く、ま

だ早春の農耕地の植物を楽しみました。

－14－



［協議会の性格と運営②］

3会の組織

協議会の組織は、会の「規約」と「組織

運営規定」により定められています。体系

図をまとめると次のようになります。

し、協議会の進める自然観察会などは、各

支部に依頼して、支部が主体的に行っでい

ます。

愛知県の協議会の特徴として、支部は協

議会の支部であるとともに、例えば名古屋

支部が別に名古屋地区自然観察研究会とい

うような名前を持っているように、一つの

団体としての側面も持っています。これ

は、設立時に、各支部が実質的な活動主体

で、協議会はその連合体という考えがあっ

たことによりますが、支部の事業と協議会

の事業の境がはっきりしないなどの問題もへ

あり、一応総会資料等では、支部の事業も

協議会の事業の一部としています。

会員の増加に伴い、支部のメンバーも増

加し、名古屋・尾張などは100名を越える

ようになって、支部の事務量も増えていま

す。支部のあり方も検討する時期にきてい

るかもしれません。

今
云総会

局-------------：

運営部会｜

普及部会i

調査部会I

編集部会1

部~-~~~--~~~~~i
名古屋・尾張｜

知多・西三河｜

東三河・奥三河！

会長

(副会長）

(監事）

毎年の事業計画や会費の額等の重要なこ

とは総会で定め、会の運営に関する基本的

なことは理事会で検討することとなってい

ます。理事会は、会長・副会長・監事・各

支部長・各部会長等で構成し、年3回ほど

開催しています。

会を運営する事務局は、運営部会・普及

部会・調査部会・編集部会の4つで構成し

ています。部会には、各支部から選ばれた

部会員等がいて、随時打合せをしながら会

を運営していくこととしています。

かつては、運営的なことは運営委員会で

決めていましたが、会員の増加等に伴って

増える事務を分散するため4つの部会を設

けたのですが、実質的には運営部会長が数

人の方の協力を得て、大半の事務を進めて

います。このため、今後とも事務量の分散

が課題となっています。事務だけでなく企

画等も含めて、意欲的に協議会の運営に取

り組んでいただける方を期待しています。

また、会員は6つの支部のどれかに所属

会員の動き

【加入】

・林石根（名古屋支部）

〒464名古屋市千種区見附町1-38-5

（念052-782-4806）

・高橋千恵子（尾張・知多支部）

〒478知多市南粕屋3－154

（云0569-43-0857）

【脱退】

･加藤敏和（尾張支部）

･菊地久乃（西三河支部）

へ

【住所変更・表示変更】

・山内美穂子（知多支部）

〒47O-23武豊町上山田95（孟同前）

。渡辺由美（知多支部）

〒470-2l東浦町緒川稗田26－5

(80562-84-1425)
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＝(支部だより 尼三弓長章吉雁＝＝

自奏ｵﾐ崔見塞今（場所：善師野）の運営

にご参加ください。

犬山市が募集し、尾張支部が委託を受けて行

う観察会です。例年100名くらいの参加者が

あります｡(委託費は支部の運営費に充てられ

ています）

参加者の方に、楽しい観察会を経験していた

だけるようがんばりたいと思います。まだ観察

会に不慣れな方でも、運営の実際を経験する良

い機会になるようにしたいと思います。奮って

ご参加ください。

連絡先：支部事務局念05613-8-2792鬼頭

場所：名鉄広見線善師野駅前から出発

日時：5月12日（日）午前9時～午後2時頃まで（観察会は午前10時頃開始予定）

へ

下見：①5月6日（月）午前9時～午後2時

②5月11日（土）午前9時～午後2時

是非、5月6日の下見から参加してください。

善師野はこんなところです（コース略図）

名鉄善師野駅前集合

同上
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＝伎部だより 矢口＝==IJ==

知多文部は、知多地力I2l然剛察会という糸|職

で活動しています。現会員数は約70名で、多く

は自然観察指導員ですが、指導員の枠にとらわ

れず、｜号|然に関心があれば雛でも人公できると

いう形をとっています。そんな関係で、従来か

ら観察会を催す以外に、会員の研修あるいはお

楽しみのための行事を多く行っていて、観察会

で指導貝として活動するのはちょっと気がひけ

る、という人も気軽に参加できるようになって

います。また、これらの活動が、知多地方の自

然についての情報交換の場として有効に機能し

ていると自賛しています。

さて、具体的な行事予定を表に掲げました。

知多の大きな行事として、5月19日に「磯の生

物」の観察会があります。この観察会は毎年恒

例になっていて、県の委託で実施しています。

参加者数が多く(1994年;64名、1995年;69名

）事前の準備も含めて知多支部の総力を挙げて

（ちょっと大袈裟かも）取り組んでいます。参

加者は、知多全域をはじめ名古屋市とか更に遠

方からみえる人も多く、普段馴染みのない海の

生き物たちとの触れ合いを楽しんでいかれます。

磯のあちこちから上がる歓声が指導員にとって

何よりの励みになります。海というフィールド

の特性（極めて多様な分顛群に属する生き物が

見られる）を生かした観察会をしていきたいと

思っています。

表知多地方自然観察会1996年度上半期イ

もう一つ、7月1411に予定している「大谷海

岸の観察」をご紹介します。ここの見所は、海

岸の切り立った雌で、11吹府、火lll灰届などの

地肘がつぶさに観察できます。尖はここを観察

会で取り上げるのは初めてで、不悩れなため多

少の不安があります。海に閉まれた知多半島で

すが、自然の海岸線が残っているところはわず

かになっています。そんなIIIの一つとして今lnl

取り上げてみました。

また、表には書き込んでありませんが、各市

町単位でミニ観察会を行っていこうという方針

を今年から立てて、地元在住の指導員（会員）

が中心になって、東海市、知多市、半田市、東

浦町、武豊町などで自然観察会が予定されてい

ます。既に何年かの実緬があって軌道に乗って

いる観察会もあれば、これから始めるのでどう

なるか不安だというようなものもあります。

協議会他支部の皆さんから、いろいろご意見、

ご感想などをいただけたらたいへんありがたい

と思っていますので、是非お出かけください。

なお、知多地方の行4liに関するおllllい合わせは

知多地方自然観察会代表・加藤（電話0562-83-

8425）、庶務・降幡（踊話0562-55-6855）まで

どうぞ。（文責・榊原靖）

へ

へ

知多地方自然観察会1996年度上半期行事予定（抜粋）

－17－

日時 集合場所
一

アーマ

4.20(上)14:00

5.10(4)18:30

5.19(U)9:00

6.2(U)10:00

7.12(4)18:30

7.14(1I)9:30

9.13(4)19:00

美浜町富具崎港駐車場

阿久比町中央公民館

野間大坊

常滑市浦池漁港南広場

知多市旭公園｣上駐JII場

常滑市南陵公民鯨

常柵市桧原公園四'二I

｢磯の生物」自然観察会の下見

｢磯の観察会準備」噸，ｽﾗｲ･VTR棚飢て雌("01th)

｢磯の生物」県委託自然観察会

｢砂浜の植物と干潟の生き物」タモ･ｹﾂ擁､勘､で

｢灯火に集まる虫」できれば灯火採集

｢大谷海岸の観察」タモ･ｹﾂ･軒･肝･勘M,ｲ叩剛t

｢ナイトハイク」懐!l!電灯・蚊取り線昏・迎勤靴
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名 古屋菫吉B====

活動予定妻毒な繩口謹鎚蕊道這譲
5渦 5（日・祝）9:30（シリーズ観察会）マメナシの花く守山環境事業所前＞

11(土)9:30(協議会）研究会一今後の自然観察の指導方法く市公会堂

12(日)9:30猪高緑地自然観察会集会室＞

12（日）9:30大高緑地自然観察会

10:00岳見高原自然観察会

15（水)18:30室内例会く市教育館6研＞－樹木医あれこれ（鈴木重蔵氏）

19（日）9:30束山自然観察会

25（土)10:00青少年公園自然観察会

26（日)8:00熱田の森自然観察会

9:30相生山自然観察会

へ

職月 大森自然観察会

（協議会）基礎研究会一シダ植物の観察く－－－－－＞

大高緑地自然観察会

岳見高原自然観察会

猪高緑地自然観察会

東山自然観察会（第100回記念）
室内例会く市教育館一一＞－未定

青少年公園自然観察会

熱田の森自然観察会

相生山自然観察会

2（日）

8（日）

9（日）

9:30
●

●

9:30

10:00

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

土
日
水
土
日

ｌ
く
く
く
く

9:3015

16

19

22

23

9:30

18:30

10:00

8:00

9:30

一皇名$ご古宇握蓋ﾖ支冒音隠言讓Iﾒ誰伊ij会通う::!It室謬健I太り ロ

へ
名古屋支部では、8月を除いて毎月、原則として第3水曜日に、次のように実

施しています。

・時間と場所：18．30～21．00名古屋市教育館の研修室

・テーマ：観察会に役立つ知識、方法、経験の交流など

参加者の研修・観察などの報告・紹介など－－会員を中心に、その

道に詳しい人を講師・報告者に依頼して、話を聞いたり、意見・質問

を出し合います。

・その他、事務連絡・会計・資料の交換・自由な話し合い・雑談など、会員の

交流・親睦の場ともなっています。

・3月（春分の日）と9月（敬老の日）は、午前中に、猪高緑地自然観察会を

実施し、午後、名東社教センターで、室内例会を行なっています。

・参加者には、会場費の一部に、50円のカンパを自由意志で、お願いしてい

ます。

新入会員の方が会に慣れて頂くには、始め少し我慢して、この会に出られるの

がよ･ろしいかと思われます。

（終了後、有志で一杯という方々もあるやに聞いています。勿論、自由意志で）

0 ●
■
●
ｇ
ｏ

●
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魂認各地の自然認認

▼アサギマダラの渡り

伊良湖岬での観察では、平成7年9月19日から

ll月12日の間にアサギマダラの渡りを421匹観

察しました。

最も多かったのは、10月10日の153匹でした。

（藤原優年）

-----…-"-…一矛子亭家『勺一…-"-…一，

i☆研究会「これからの自然観察会」

i期日：平成8年5月11日（日）

13:30～16:00

，場所：名古屋市公会堂集会室

（餌舞公園入口）

1内容：パネルディスカッション方式！

；☆基礎研修会「シダの観察」（野外）

｜期日：平成8年6月8日（土）

9：30～昼

；場所：定光寺（参道前駐車場集合）

(JR定光寺駅から徒歩20分)i

i講師：村瀬正成

i☆基礎研修会「ゴミ問題について」（室内)1

1期日：平成8年7月7日（日）

i場所：（次回連絡）

1講師：愛知県職員（予定）

▼森林公園にオジロワシ

平成8年2月18日～3月3日まで森林公園の岩

本池の近くにオジロワシの若鳥が滞在しました。

一時はカタジロワシと新聞報道されました。

（高谷昌志）

へ

▼長久手町にトウキョウサンショウウオ

この3月20日に長久手町内でトウキョウサンシ

ョウウオの卵塊を確認しました。

（篠田陽作）

=＝===＝目ら父＝＝＝=＝
‐

フェノロジーヘのいざない

会員紹介
間瀬美子、大谷敏和

１
３

～≧

閉編集後記閑

草花が愛しくみえる時季になりました。

なんとか、佐藤さんとの約束どおり、締切り

までに編集をし終えることができました。随分

佐藤さんにお手伝いいただいたが、それでもや

ってみるとなかなか大変でした。この先、思い

やられる気もしますが、寄せられた原稿を一足

お先に拝見できる楽しみもあります。

皆様の原稿をお待ちしています。（近藤）

ネーチャートレールの実施結果…・

我輩はカヤツリグサである

子供が楽しんだ「朽木に住む虫の観察」

図鑑の使い方

レッドデータブック愛知県版のご案内

自然観察会に参加して（1）

事務局から

支部だより
（尾張、知多、名古屋）

５
６
７
８
０
１
４
６

１
１
１
１

へ

愛知県自然観察指導員連絡協議会機関誌咽.56

編鱒Ij務局〒470-11豊明市西川町笹原1－9近藤盛英


